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日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
創
設

に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年
に
開
設
さ
れ
た
事
業
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
目
的
は
海
外

の
日
本
研
究
者
と
日
本
の
研
究
者
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

研
究
と
い
う
人
間
の
営
み
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動

の
み

で
成
り
立

っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会
や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
議
論

や

情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
そ
の
よ
う
な
契
機
を
生
み
出
す
こ
と
を
願
い
、
様

々
な
研
究
者
が
自
由
な

テ
!
マ
で
話
が
出
来
る
よ
う
に
、
文
字
ど
お
り
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

「
広
場
」
を

提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様
の
日
文
研

フ
ォ
!
ラ

ム
へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
!

所
長

梅

原

猛
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ワ

シ
ン
ト

ン
に
あ

る
連
邦
政

府

の

一
施

設

で
あ

る

ス

ミ

ソ

ニ
ア

ン
研

究

所

(
或

は
機

構

)

の

一
部

で
あ

る

プ
リ

ア
ー
美

術
館

は

こ
の
数

年
間

、
開
館

以
来

初

め

て
長

期

開

館

を

余

儀

な

く

さ

れ

て
い
ま
し

た
。
新

し
く
建

っ
た
隣

の
地
下

の
美

術
館

サ

ク

ラ
i

・
ギ

ャ
ラ

リ

ー
と

の
連

結

工

事

や
、

ブ
リ

ア
ー
美
術

館

の
倉
庫

、
保
存

修
理
室

そ

の
他

の
多

様

な

機

能

を

持

っ
た
部

屋

の
移

動

や
、
新
築

、
増
築

、
又

は
改
善

作
業

の
為

で
す

。

ア
メ

リ

カ

の
国

立

美

術

館

と

し

て
は

唯

一

の
東

洋
美

術

の

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
が

プ
リ

ア
ー
美
術

館

に
あ

る
だ

け

に
、

こ

の
閉

館

は
か

な

り

の

人

々

に

一
種

の
空
白

感
を

与
え

る

こ
と
と

な

っ
て
し

ま

い
ま

し

た

が

、

こ

の
五

月

九

日

に

や

っ

と
開

館

が
可
能

に
な

っ
た
と
聞

い
て
お

り
ま
す

。

本

日
は
、

こ
の
前

、
急

に
日
文
研

の
辻
惟

雄
先

生

か
ら

の
依

頼

で
何

か

日
本

美

術

、

こ
と

に

米
国

で
の

日
本

美
術

に
関

し

て
話

を

し

て
く
れ

な

い
か

と

の
要

望

が

あ

り

、

こ

の

プ
リ

ア

ー
美

術
館

の
再

開
館

に
ち

な

ん

で
、
寄

贈
者

の
チ

ャ
ー

ル
ズ

・
プ
リ

ア

ー
、

特

に

コ

レ
ク

タ

ー
と

し

て
の

プ
リ

ア
ー

の
人

と
な

り
、
ま

た
、
そ

の
性
格

、
ま

た

、

プ
リ

ア

ー

の

日
本

美

術

に
対

す

る

考
え

や
蒐
集

方
法

を
考

え

な
が

ら
、

プ
リ

ア
ー
美
術

館

の

日
本

美

術

コ
レ

ク

シ

ョ
ン

の
特

徴

な

ど

に

つ
い

て
お
話

さ

せ

て
い
た
だ

き

た

い
と
思

い
ま
す

。

日
本

美
術

の
研
究

に
た
ず

さ

わ
る
者

に
と

っ
て
、

プ
リ

ア

i
美

術

館

は

な

じ

み

の
深

い
美

術

館

な

の
で
す

が

、
案

外

、

プ
リ

ア
ー
美

術
館

が
建

て
ら

れ

た

い
き

さ

つ
や

寄

贈

者

ブ
リ

ア

ー

の
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伝

記

等

が

知

ら

れ

て

い

な

い

よ

う

に

思

え

ま

す

の

で

、

今

日

は

こ

れ

等

二

つ

の
事

に

関

し

て

次

の

四

項

を

と

り

あ

げ

て

話

を

す

す

め

た

い

と

思

い

ま

す

。

一
、

チ

ャ

ー

ル

ズ

・
L

・
プ

リ

ア

ー

の
略

歴

と

彼

の
時

代

背

景

二

、

ブ
リ

ア

ー

の
美

術

蒐

集

の

き

っ
か

け

三

、

プ
リ

ア
ー

と

日

本

と

の

関

係

四

、

プ
リ

ア
ー

美

術

館

の

日
本

美

術

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

の
特

徴

十

九

世

紀

の
典

型

的

な

ア

メ

リ

カ

の
出

世

話

と

で
も

云

え

る

の

が

ブ
リ

ア

ー

の

生

涯

だ

っ
た

と

思

え

ま

す

。
(註

一
)

プ

リ

ア

ー

は

一
八

五

四

年

二

月

二

十

五

日

、

ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク

州

の

キ

ン

グ

ス

ト

ン
と

い

う

町

に
生

ま

れ

ま

し

た

。

ブ
リ

ア

ー

の
先

祖

は

オ

ラ

ン
ダ

人

で

あ

る

が

、

フ

ラ

ン

ス

の
プ

ロ

テ

ス
タ

ン
ト

派

の

ヒ

ュ
ー

ゲ

ノ

ッ
ト
系

の

人

の

血

を

受

け

、

反

宗

教

改

革

の

当

時

(
十

六

-
十

七

世

紀

)

カ

ト

リ

ッ
ク

派

の
迫

害

か

ら

の
が

れ

、

カ

ナ

ダ

、

ア

メ

リ

カ

に

移

民

し

て

来

た

人

々

を

も

先

祖

に

持

っ
て

い
ま

し

た

。

ヒ

ュ
ー

ゲ

ノ

ッ
ト

系

の

人

々

の
性

格

と

は

ク

エ
ー

カ

ー
徒

と

比

較

さ

れ

、
厳

格

で

、
く

そ

ま

じ

め

で

、

勤

勉

で

あ

る

と

さ

れ

ま

す

が

、

プ

リ

ア

ー

も

例

外

で

は

な

か

っ
た

よ

う

で

、

少

年

の
頃

か

ら

仕

事

に

は

げ

み

、

キ

ン
グ

ス

ト

ン

の

町

の

、

ジ

ョ
ー

ン

・
ブ

ロ
ー

ド

ヘ

ッ
ド

家

経

営

の
雑

貨

屋

の

会

計

係

の

職

に

つ
き

ま

し

た

。

た

ま

た

ま

、
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こ

の
雑

貨

屋

と

同

じ

建

物

に

「
ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク

・
キ

ン
グ

ス

ト

ン

・
シ

ラ

キ

ュ
ー

ズ

・
鉄

道

会

社

」

の
事

務

所

が

あ

り

、

そ

こ

の
責

任

者

、

フ

ラ

ン

ク

・

ヘ

ッ
カ

ー

と

い

う

退

役

将

校

(
南

北

戦

争

の
頃

は
北

軍

の
大

佐

)

に
見

込

ま

れ

ま

す

。

そ

し

て

一
八

八

○

年

、

プ

リ

ア

ー

が

二

十

五

才

の

時

、

ヘ

ッ
カ

ー
大

佐

は

プ

リ

ア

ー
を

デ

ト

ロ
イ

ト

へ

つ
れ

て
行

き

、
「
ペ

ニ

ン

ス

ラ

貨

車

製

造

会

社

」

を

設

置

す

る

こ
と

に
な

り

ま

す

。

そ

し

て

ブ

リ

ア

ー

を

こ

の

会

社

の

会

計

士

の

補

佐

と

し

て
雇

い

ま

す

。

ブ

リ

ア

ー

は

一
生

独

身

で
通

し

ま

し

た

が

、

社

交

家

と

し

て

若

い

頃

か

ら

な

か

な

か

顔

が

広

か

っ
た

ら

し

く

、

デ

ト

ロ
イ

ト

の

ヨ

ン
ド

テ

ガ

・
ク

ラ
ブ

の

メ

ン

バ

ー

と

し

て

金

持

の

若

者

達

と

の

つ
き

合

い
が

始

ま

り

ま

す

。
余

談

で
す

が

、

精

神

的

に

一
面

は

厳

格

で

あ

る

ブ

リ

ア

ー

は

、

他

面

ダ

ン

デ

ィ

ー

と

し

て

の
生

活

も

知

ら

れ

て
居

り

、

引

退

後

、

五

十

才

近

く

な

っ

て

か

な

り

派

手

な

社

交

界

に

、

米

国

内

、

又

外

国

で

出

入

り

し

て

い

る

記

録

が

あ

り

ま

す

。

カ

プ

リ

島

(
イ

タ

リ

ァ
南

部

)

に

別

荘

を

買

い
、

そ

れ

を

ヴ

ィ

ラ

・
カ

ス

テ

ロ
と

名

づ

け

、

同

じ

よ

う

に
独

身

の

ト

ー

マ

ス

・
ジ

ェ
ロ
ー

ム
と

い

う

ア

メ

リ

カ

人

と

同

居

し

、

か

な

り

派

手

な

生

活

を

過

し

て

い

た

こ
と

も

わ

か

っ
て

い
ま

す

。は

や

り

当

時

の
若

い
金
持

連
中

が
皆

、
流

行
と

で
も

云

い
ま

す

か

、

必

ず

手

が

け

た

も

の

の
な

か

に

版
画

の
蒐

集
が

あ

り
ま
す

。

ブ
リ

ア
ー

の
几
帳

面
な

性

格

を

反

映

す

る

の

で
し

ょ
う

か

、
彼

は

一3一



銅

版

画

(
エ

ッ
チ

ン
グ

)

に
興

味

を

持

ち

、

フ

レ

ド

リ

ッ
ク

・
ケ

ッ

ペ

ル

と

い

う

画

商

を

通

じ

て

、

デ

ュ
ラ

ー

、

レ

ン
ブ

ラ

ン

ト
、

等

の
作

品

を

集

め

出

し

ま

し

た

。

こ

う

い

う

蒐

集

活

動

と

、

そ

れ

に
伴

う

つ
き

合

い
を

通

じ

て

、

プ
リ

ア

ー

は

ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク

の

美

術

商

ハ

ワ

ー

ド

・

マ

ン

ス

フ

ィ

ー

ル
ド

と

親

し

く

な

り

、

後

者

か

ら

ホ

イ

ッ

ス

ラ

ー

の

銅

版

画

、

特

に

彼

の

ヴ

ェ

ニ

ス

を

主

題

に
し

た

作

品

を

買

う

こ
と

に

な

り

ま

す

。

ホ

イ

ッ

ス

ラ

ー

は

御

承

知

の

よ

う

に

、

ア

メ

リ

カ

の

画

家

で
す

が

、

ロ

ン

ド

ン

で
仕

事

を

し

、

十

九

世

紀

末

葉

期

の

ア

ン
グ

ロ

・

フ

レ

ン

チ

美

術

と

で
も

云

い

ま

す

か

、

そ

の
芸

術

界

の
第

一
の
耽

美

主

義

者

と

し

て

知

ら

れ

て

い

ま

す

。

プ

リ

ア

ー

は

丁
度

、

ホ

イ

ッ
ス

ラ

ー

の

よ

う

な

ア

メ

リ

カ

の
芸

術

家

が

か

な

り

個

性

の

強

い

作

品

を

つ
く

っ

て

い

っ
た

時

代

に

、

コ

レ
ク

タ

ー

と

し

て
色

々

な

作

品

に
親

し

ん

で
行

き

ま

す

。

こ

の

時

代

、

つ
ま

り

十

九

世

紀

末

を

「
ア

メ

リ

カ

ン

・
ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

」

と

呼

ぶ

人

も

居

り

、

こ

の

頃

フ

レ

デ

リ

ッ
ク

・
チ

ャ
ー

チ
も

プ

リ

ア

ー

と

親

し

か

っ
た

画

家

の

一
人

で
し

た

。
チ

ャ
ー

チ
を

通

じ

て

プ
リ

ア

ー

は

ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク

の

ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ア

カ

デ

ミ

ー

・
オ

ヴ

・

デ

ザ

イ

ン

と

関

係

の

あ

る

画

家

や

他

の
芸

術

家

達

と

の
面

識

を

広

め

て

い

き

ま

す

。

ド

ワ

イ

ト

・
タ

イ

ロ

ン
や

ト

ー

マ

ス

・
デ

ュ
ウ

イ

ン
グ

、

そ

し

て

ア
ボ

ッ
ト

・
H

・
セ

イ

ヤ

i

等

が

プ

リ

ア

ー

の

コ

レ
ク

シ

ョ
ン

の
重

要

な

部

門

で
あ

る

ア

メ

リ

カ

絵

画

の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン
中

に

優

秀

な

作

品

を

残

し

て

い

ま

す

。

タ

イ

ロ

ン
、

デ

ュ
ウ

イ

ン
グ

、

セ

イ

ヤ

ー

等

の

作

品

と

は

パ

ス

テ

ル

調

の

色

彩

一4一



を

使

用

し

、
時

に

は

モ

ノ

ク

ロ
的

な

明

暗

の

世

界

を

描

く

一
面

が

あ

る

か

と

思

う

と

、

金

や

銀

の
光

色

を

連

想

さ

せ

る

よ

う

な

顔

料

の
扱

い
も

す

る

反

面

も

あ

り

、

「
ネ

オ

・
フ

レ

ン

チ

・

ロ

コ

コ
」

と

様

式

が

呼

ば

れ

る
事

も

あ

る

一
連

の

作

品

に
代

表

さ

れ

、

そ

れ

等

の

作

品

は

画

題

よ

り

も

画

調

を

重

ん

ず

る

こ
と

で
知

ら

れ

て

い

ま

す

。
後

述

い

た

し

ま

す

が

、

こ

れ

等

の

ア

メ

リ

カ

の
画

家

達

の

作

品

、
特

に

プ

リ

ア

ー
が

自

分

で
選

ぶ

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

に

加

え

て

い

っ
た

一
連

の

作

品

は

、
後

年

、
彼

が

日

本

の

美

術

、
中

国

の
美

術

を

集

め

出

す

際

、

彼

に

一

つ

の
方

向

を

示

す

事

に

な

り

ま

す

。

タ

イ

ロ

ン

、

デ

ュ
ウ

イ

ン

グ

、

そ

し

て

ホ

イ

ッ

ス

ラ

ー

等

の

典

型

的

な

作

品

が

、
油

絵

、

水

彩

画

で

あ

り

な

が

ら

、

モ

ノ

ク

ロ
ー

ム
的

な

1
水

墨

画

を

連

想

さ

せ

る
様

な

ー

作

品

に

近

か

っ
た

の

は

、

ブ
リ

ア

ー
が

、
・東

西

を

問

わ

ず

、

求

め

て

い

た

美

術

品

の
中

に

何

か

共

通

の

も

の
を

さ

が

し

て

い

た

か

ら

と

理

解

出

来

る

と

思

い

ま

す

。

一
八

九

〇

年

、

ブ

リ

ア

ー

が

三
十

五

才

の
時

、

彼

は

デ

ト

ロ

イ

ト

市

の

一
角

に

、

フ

ィ

ラ

デ

ル

フ

ィ

ア

の
友

人

の

建

築

士

ウ

ィ

ル

ソ

ン

・
ア

イ

ア

ー

に

家

を

設

計

さ

せ

ま

す

。

こ

の
家

に

は

大

き

な

ギ

ャ

ラ
リ

i

(
絵

画

展

示

室

)

も

つ
い

て

居

り

、

家

を

建

て

る

段

階

で

は

友

人

の

画

家

タ

イ

ロ

ン

に

家

の

室

内

配

色

を

依

頼

し

ま

す

。

自

分

が

住

む

家

の

設

計

か

ら

室

内

デ

ザ

イ

ン

(
配

色

も

含

め

)

ま

で

、

と

か

く

う

る

さ

く

注

文

を

つ
け

る

と

い

う

の

は

当

時

珍

し

い
事

で

は

な

く

、

イ

ギ

リ

ス

に

も

例

が

あ

り

ま

す

。

オ

ス
カ

ー

・

ワ

イ

ル

ド

の

世

界

が

そ

う

で

し

た

。

こ

の
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現

象

は

又

、

ア

ー

ツ

・
ア

ン

ド

・
ク

ラ

フ

ツ

・
ム

ー

ヴ

メ

ン

ト

が

当

時

広

範

囲

な

意

味

で

の
社

会

美

化

運

動

と

し

て

、

欧

米

社

会

で

は

真

剣

に
実

行

さ

れ

て

い

た

例

と

し

て

見

て

良

い

と

思

い

ま

す

。

プ

リ

ア

ー
も

そ

の

流

れ

に
乗

っ
た

人

々

の

一
人

で
し

た

。

プ
リ

ア

ー
が

ホ

イ

ッ
ス

ラ

ー

に

初

め

て
会

っ
た

の
は

一
八

九

〇

年

の

事

、

ブ

リ

ア

ー

三

十

五

才

、

ホ

イ

ッ
ス

ラ

ー

は

四

十

六

才

。

プ

リ

ア

ー

は

ホ

イ

ッ

ス

ラ

ー

の

作

品

を

積

極

的

に

買

う

ア

メ
リ

カ

人

の

パ

ト

ロ

ン
と

し

て

は

そ

の
頃

少

い
人

の

一
人

で

し

た

。

二

人

の

関

係

で
重

要

な

の

は

、

ホ

イ

ッ

ス

ラ

ー
が

コ

レ

ク

タ

ー

の

プ

リ

ア

ー

に

、

東

洋

美

術

蒐

集

へ

の

方

向

づ

け

を

し

た

は

や

り

事

で
し

ょ
う
。

ブ
リ

ア
ー
は
当
時

す

で
に
流

行

の
浮

世

絵
版

画

を

集

め

て

い
ま

し

た

。

ホ

イ

ッ

ス
ラ

ー
に
会

っ
て
ま
も

な

く
、

ブ
リ

ア
ー
は
浮
世

絵

木

版

画

か

ら
手

を

引

き

、

日
本

の
焼

物

に

手
を

出
し

始
め

ま
す

。

ブ
リ

ア
ー
自

身

の
言
葉
を

か

り

て
云

う
と

、
一
ホ
イ

ッ
ス

ラ
ー

の
絵

の
色

調

と
、

日
本

の
焼
物

の
色

と

表
面
感

覚

に
は
共

通
す

る
も

の
が

あ

る
」

と

い
う

の

で
す

。
焼

物

の
蒐
集

か
ら

日
本

の
絵
画

へ
と

、

プ
リ

ア
ー
は
そ

の
後

日
本

美

術

蒐

集

に
集

中

し

ま
す

。

ブ
リ

ア
ー
が
集
め

た

日
本

美
術

品

、
特

に
絵

画

は

一
八

八
七

年

か

ら

一
九

一
八

年

の
間

に
集

め

ら

れ

た
も

の
が

大
部
分

で
す

が

、
あ

れ
だ

け

日
本

の
美

術

を

買

い
求

め

た
人

に

し

て

は

、

プ
リ

ア

ー

　

　

は
そ

の
間

買
物

に
は

日
本

へ
二
度

し

か
旅
行

を
し

て

い
ま

せ

ん

。

最

初

が

一
八
九

五

年

(
四

ケ

月
間

)
、
二
度
目

が
十

二
年
後

の

一
九
〇

七
年

(
ニ

ケ
月

間

)
、

そ

の
後

一
九

一
〇

1

一
九

一

一

一6一



年

に

一
度

つ

つ

日
本

に
立

寄

っ

て

い

ま

す

が

、

中

国

旅

行

の
途

中

の

寄

港

で

す

。

そ

し

て

こ

の

頃

ま

で

に

は

、

プ
リ

ア

ー

の
個

人

の
美

術

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

の
行

先

が

は

っ
き

り

し

始

あ

て

居

り

、

数

年

前

、

一
九

〇

六

年

に

プ

リ

ア

ー

の
全

コ

レ

ク

シ

ョ

ン
を

ア

メ

リ

カ

の

国

有

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

と

す

る

考

え

が

提

案

さ

れ

、

そ

れ

は
十

二
年

後

に

、

ス

ミ

ソ

ニ

ア

ン

機

構

の

一
部

と

な

る

こ

と

に

よ

っ
て
実

を

結

ぶ

こ

と

に

な

り

ま

す

。

ホ

イ

ッ

ス

ラ

ー

以

外

に

、

プ

リ

ア

!

の

日

本

美

術

蒐

集

活

動

に
拍

車

を

か

け

た

人

が

も

う

一

人

居

ま

す

。

そ

れ

は

ボ

ス
ト

ン
美

術

館

の
東

洋

部

創

立

に

貢

献

し

た

ア

ー

ネ

ス

ト

・
フ

ェ

ノ

ロ

サ

(
一
八

五

三

-

一
九

〇

八

)

で
す

。

フ

ェ
ノ

ロ
サ

の
名

前

が

こ

こ

に
出

て
来

ま

し

た

の

で

ど

う

し

て
も

こ

こ

で

つ
け

加

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
事

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

は

、
美

術

品

蒐

集

活

動

と

い

う

分

野

に

も

タ

イ

ミ

ン

グ

の

フ

ァ
ク

タ

ー
が

あ

る

と

い

う

事

で
す

。

よ

く

プ
リ

ア

ー

は
陶

磁

器

を

集

め

た

エ
ド

ワ
ー

ド

●
モ

ー

ス

、

フ

ェ
ノ

ロ
サ

、

又

同

じ

く

ボ

ス

ト

ン
美

術

館

と

深

い

縁

の

あ

る

ビ

ゲ

ロ

i

等

の

人

々

と

同

時

代

の

日
本

美

術

品

の

コ

レ
ク

タ

ー
と

し

て

論

ぜ

ら

れ

る

事

が

よ

く

あ

り

ま

す

が

、

日

本

の
美

術

品

を

蒐

集

す

る

と

い

う

活

動

に

限

っ
て
云

え

ば

、

正

確

に

は

プ
リ

ア

ー

は

、

モ

ー

ス

、

フ

ェ

ノ

ロ
サ

、

ビ

ゲ

ロ
ー

に
約

二

十

年

も

お

く

れ

て

い
た

と

い

う

事

が

云

え

ま

す

。

ボ

ス

ト

ン

の

三

人

は

一
八

七

〇

年

代

に

は

既

に

日
本

へ
来

て
居

り

、

又

フ

ェ
ノ

ロ
サ

と

ビ

ゲ

ロ
ー

は

御

存

知

の
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様

に

一
八

八
○
年

代
を

通
じ

日
本

で
実
際

に
住

ん
だ
人

々

で
す

。

プ
リ

ア

ー
は
先

ほ
ど

申

し

上

げ

ま

し
た
様

に

一
八
九

五
年

の
日
本

へ
の
旅

が
最
初

で
、

そ
れ

も

四

ヵ
月

し

か
滞

在

し

て

い
な

い
。

そ
の
次

の
旅
行

は

そ
れ

よ
り
ず

っ
と
後

の
十

二
年

後

の

一
九

〇
七

年

の
事

、

し
か

も

そ
れ

は

ニ
カ
月
と

い
う
短

い
期

間

で
あ

り
ま

し
た

。
そ

の
上

、

第

一
回

、

一
八

九
五

年

の
旅

行

と

第

二
回

、

一
九

〇
七
年

の
訪

問

の
際

、
何

か
目

ぼ
し

い
買

い
物

を

し

て

い
る

か
と

い

う
と

、

そ

う

で
は
な

い
。
そ
れ

で
は

プ
リ

ア
ー

の

コ

レ
ク

シ

ョ
ン
、

そ

の
中

核

を

な

す

諸
作

品

は

い

つ
集

め

ら
れ

た
か

、
と

い
う
質

問

が
出

て
来

る

の
で
す

が
、

そ

れ

は

こ

の

二
回

の
旅

行

の
間

の
十

二
年

間

に
為

し
遂

げ

ら
れ

た

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
そ
し

て

一
九

〇

七

年

以

降

、

プ
リ

ア
ー

は
中

国

大
陸

に
目
を

向

け
始
め

ま
す

。
日
本
美

術

の
値
段

が
高

す

ぎ

る
、
と

い
う
よ
う

な
事
を

ブ
リ

ア
ー

は

日
誌

に
書

い

て
い
ま
す

が
、
よ
く

調

べ
る
と

そ
う

と

は
限

ら

な

い
。

こ
れ

に
関

し

て
は
何

か

他

に
理
由

が
あ

る
よ

う

で
す

。

こ
れ

は
後
述

し

ま
す

。

さ

て
、
そ

れ

で
は

一
八

九
五

-

一
九

〇
七

年

の
間

に
集

め

た

日
本

美

術

品

(
最

終

的

に

は

一

九

一
八
年

に
国
立

ス
ミ

ソ

ニ
ア

ン
機

構

に
寄
付

さ
れ

る

の

で
す

が

)

は

ど

ん

な
も

の
だ

っ
た

か

を
見

て
み

ま
す

と
、
合
計
七

百

十
五
点

の
う
ち

、
肉

筆

浮

世

絵

が

三
百

点

以
上

、
狩

野

派

の
作

品
が

約
百
点

、
琳
派

が
九
十

八

点

、
室

町
水

墨
画

が

二
十

四
点

、

円

山

・
四
条

派

二
十

一
点

、

そ

の
他

は
各

派
平

等

に
数
点

つ

つ
、

一
番
数

の
少

な

い

の

が
南

画

で
あ

り

ま

し

て
、

わ
ず

か
柳
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沢

淇

園

(
一
七

〇

四

-
五

八

)
が

一
点

だ

け

(東

京

に

て
購

入

)
。

南

画

が

こ
れ

程

少

な

い

と

い

う

点

で

、

ブ

リ

ア

ー

の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン
は

ボ

ス
ト

ン
美

術

館

に
購

入

寄

付

さ

れ

た

フ

ェ

ノ

ロ
サ

・

ビ

ゲ

ロ

ー
共

同

コ

レ

ク

シ

ョ

ン
と

共

通

し

た

と

こ

ろ

が

あ

り

ま

す

が

、

他

の
面

で

は

、

こ

の

二

つ
の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

は
内

容

の

点

で

大

変

性

質

が

違

う

も

の

で

あ

り

ま

す

。

特

に

ボ

ス

ト

ン

の

仏

画

や
狩

野

派

の
絵

画

の
質

の

高

さ

と

量

の
大

き

さ

を

考

え

る

時

、

ブ

リ

ア

ー

の

蒐

集

活

動

と

そ

の
周

辺

の
条

件

が

、

フ

ェ
ノ

ロ

サ

、

ビ

ゲ

ロ
ー

等

の

ボ

ス

ト

ン

・
チ

ー

ム

の

出

会

っ
た

条

件

と

か

な

り

違

う

事

を

想

像

さ

せ

ま

す

。

そ

し

て

プ
リ

ア

ー

は

一
九

〇

一
年

に

フ

ェ
ノ

ロ

サ

と

出

会

っ
て
居

り

、

フ

ェ
ノ

ロ
サ

自

身

プ

リ

ア

ー

に
対

し

て

日

本

美

術

蒐

集

に

関

す

る

ア

ド

ヴ

ァ

イ

ス
さ

え

し

て

い

る

の

に
も

拘

ら

ず

、

プ
リ

ア

ー
が

集

め

た

品

々

を

総

括

的

に

見

て

み

る

と

、

当

時

オ

ー

ソ

ド

ッ
ク

ス
と

考

え

ら

れ

て

い
た

日
本

美

術

の

典

型

的

作

品

と

は

か

な

り

性

質

の

違

っ

た

も

の

で

あ

る

こ
と

に
気

が

つ
き

ま

す

。

ブ
リ

ア

ー

の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン
が

異

端

的

な

も

の

だ

と

す

れ

ば

そ

れ

に

は
大

体

二

つ
の

理

由

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

一

つ
は

プ

リ

ア

ー

が

日

本

美

術

品

蒐

集

を

始

め

た

頃

の
美

術

品

の
市

場

の

条

件

、

も

う

一

つ
は

プ

リ

ア

ー

の

コ

レ

ク

タ

ー

と

し

て

の

個

性

で
す

。

そ

れ

で

は

、

具

体

的

に

プ
リ

ア

ー
が

フ

ェ
ノ

ロ

サ

や

ビ

ゲ

ロ
ー

に

お

く

れ

て

日

本

へ
美

術

品

を

求

め

に

行

っ
た

時

に
出

会

っ
た

市

場

の

諸

条

件

と

は

何

だ

っ
た

か

。

そ

し

て

そ

れ

ら

の

条

件
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が

ブ
リ

ア

ー

に

ど

の
様

な

コ

レ

ク

シ

ョ
ン

の

方

向

づ

け

を

強

い

た

の

で

し

ょ

う

か

。

フ

ェ

ノ

ロ

サ

が

自

分

で
直

接

「
平

治

物

語

絵

巻

」

一
巻

を

し

つ
こ

く

伊

勢

へ
出

か

け

て

い

っ

て

持

主

と

か

　

　

け

あ

っ
て
購
入

し

た
事
な

ど
を
考

え

る
と

、

ブ
リ

ア

ー
は
意

外

に

日
本

美

術

の
大

物

を

探

す

こ

と

に
は
消
極
的

で
し
た

。

つ
ま

り
、
情

報

を

う
ま

く

つ
か

ん

で

い
な

い
様

な

の
で
す

。

そ

の
背

景

と

し

て
次

の
様

な

い
く

つ
か

の
事

情
が

考

え
ら
れ

ま
す

。

先

ず
第

一
に
、
日
本

が
国

家

の
政
策

と

し

て
国

の
文

化

財

の
海

外
流

出

を

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
し

始

め

出
し

た
と

い
う
事

で
あ

り
ま

す

。
実
際

に
は
宮

内

庁

と

内

務

省

か

ら

国

の
文

化

財
流

出

を

防
ぐ

法
案

が
、

一
八
八
○

年

、

一
八
八

八
年

、
続

い
て

一
八

九

七

年

と

発

令

さ
れ

て
お

り

、

ブ

リ

ア
ー
が
は
じ

め

て

日
本

へ
行

っ
た
年

に
は
、
す

で
に
政

策

が
打

出

さ

れ

て
い

た
と

い
う

事

に

注
意

す

べ
き

で
す

。
こ
う

い
う
政

策
が
対

象

に
し

て

い
た
作

品

が
奈

良

時

代

か

ら
大

体

室

町

時

代

に
か
け

て

の
仏
画

で
あ

り

、
水

墨
画

で
あ

っ
た

の

で
す

。

こ
れ

に
加

え

る

に
、

こ
の

二

つ
の

部

門

は
、

一
八

九
〇
年

頃

ま

で
に
続
出

し

た
国
民

の
個

人

の

コ

レ
ク

タ

ー
達

に
よ

っ
て
、
蒐

集

さ
れ
始

め

た
と

い
う
事

で
あ

り
ま

す
。

一
八
八

○
年
代

を
境

に
日
本

の
国
内

で
も

、
新
華

族

達

、

ま

た
富

力

を

も

っ
た

実

業

家
達

の

間

か
ら

、
続

々
と

美
術

の
収
集

家

が
出

て

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
が
出

来

上

が

っ
て

い
ま

し

た

。

ブ
リ

ア
ー
が
初

め

て
日
本

へ
行

っ
た

一
八

九

五

年

頃

に
は

、

三
菱

の
岩

崎

弥

之

助

(
一
八

五

一
1
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一
九

〇

八

)

が

創

立

し

た

静

嘉

堂

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

、

造

船

王

川

崎

省

三

(
一
八

三

六

-

一
九

一
二

)

が

つ
く

り

あ

げ

た

長

春

閣

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

、

三

井

の

益

田

孝

(
一
八

四

八

1

一
九

三
八

)

の
益

田

コ

レ

ク

シ

ョ

ン
、

根

津

嘉

一
郎

(
一
八

六

〇

1

一
九

四

〇

)

の

青

山

荘

コ

レ
ク

シ

ョ

ン
、

そ

れ

に
横

浜

の
原

富

太

郎

(
三

渓

・

一
八

六

八

ー

一
九

四

二

)

の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン
が

出

来

上

っ
て

い
た

の

で

す

。

一
九

〇

七

年

の

プ

リ

ア

ー

の

二

度

目

の

日

本

旅

行

の

時

で

す

が

、

四
月

十

五

日

神

戸

に
着

い

た

ブ
リ

ア

ー

は

、

近

代

化

の

進

ん

で

い

る

日

本

に

幻

滅

の

悲

哀

を

感

じ

不

愉

快

な

気

分

に

沈

ん

で

い
た

。

そ

の

ブ
リ

ア

ー

を

喜

ば

し

た

の

は

原

三

渓

か

ら

横

浜

へ
来

る

よ

う

に
と

の

招

待

だ

っ
た

と

云

わ

れ

て

い
ま

す

。

ブ

リ

ア

ー

は

原

三

渓

の

実

家

に

二

週

間

も

の

間

滞

在

す

る

事

に

な

り

、

日
本

の
個

人

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

の

真

蘂

な

る

も

の

を

ゆ

っ
く

り

鑑

賞

体

験

す

る

こ
と

に

な

る

の

で
す

が

、

こ

こ

で
注

意

す

べ

き

は

、

原

三

渓

の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

の

レ

ベ

ル
が

高

い

こ

と

も

さ

る

こ
と

な

が

ら

、

こ

の

頃

の

日

本

に

は

先

述

し

た

屈

指

の
個

人

コ

レ
ク

タ

ー

同

志

の
人

脈

が

出

来

上

っ

て

い

る

の
み

な

ら

ず

、

こ

れ

等

の

コ

レ

ク

タ

ー

の
家

に

出

入

り

を

す

る

骨

董

屋

、

デ

ィ

ー

ラ

ー

達

の

一
団

、

つ
ま

り

美

術

蒐

集

の
市

場

の
存

在

と

、

需

要

と

供

給

の

関

係

を

つ
く

る

プ

ロ
の

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

が

出

来

上

っ

て

い

た

こ

と

で

す

。

プ

リ

ア

ー

は

原

三

渓

を

通

じ

て

川

崎

コ

レ

ク

シ

ョ
ン

そ

の

他

の

個

人

コ

レ

ク

シ

ョ

ン
を

見

、

ま

た

、

コ

レ

ク

タ

ー

達

に
会

え

た

の

で

す

が

、

こ

の

こ
と

は

、

こ

の
世

界

の

仲

介

人

の

存

在

の

重

要

さ

を

フ
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リ

ア
ー
に
教

え
た

に
違

い
あ

り
ま
せ

ん
。
ま

た
、
原

三
渓

と

親

し
く

つ
き

合

い
が

始

ま

る

と

い

う
背

景

に
は

、

プ
リ

ア
ー
を

原

三
渓

に
会

わ

せ
た
仲

介

人

が
居

た
わ

け

で
、

そ

の
仲

介

人

が

プ

リ

ア
ー
の
前

か
ら

の
知
人

、
横

浜

の
グ

ラ
ン
ド

・
ホ

テ

ル

の
オ

ー

ナ

ー
、

ま

た

、

横

浜
商

工
会

議

所
会

頭

で
も

あ

り
、
美
術
商

「
サ

ム
ラ
イ
商
会

」

の
主

人

ー
即

ち

、

そ

の
当
時

の
国

際

的

ビ

ジ

ネ

ス

マ
ン
野

村
洋

三

で
あ

っ
た
事

は
偶
然

で
は
無

い

よ

う

に
思

え

ま

す

。

余

談

で
す

が

、

日

本

と
欧
米

の
両

世
界

で
第

二
次

大
戦
後

エ
ネ

ル
ギ

ッ
シ

ュ
に

日
本

美

術

品

を

買
集

め

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
の

メ
ト

ロ
ポ
リ

タ

ン
美
術

館

に
数
百
点

の

つ
ぶ
選

り

の
美

術

作

品

を
寄

付

購
入

さ

せ

た

ハ
リ

ー

.
パ

ッ
カ

!

ド
氏

が
終
戦

後
進

駐
軍

の
将
校

と

し

て
来

日
、

日
本

美
術

の
蒐

集

活

動

を

始
め

た
頃

、
彼
と

日
本

の
美
術

市
場

の
間

に
立

ち
仲

介

人

の
役

を

つ
と

め

た
数

人

の
日
本

人

の

中

に
、
先

の
野
村

洋

三

の
息
子

野
村
光

政

氏
が

居
ま

す

。

こ

の
よ

う

に

二
代

に

わ

た

っ
て

ア
メ

リ

カ
人

の
日
本

美
術
蒐

集
家

と

の

つ
な

が

り
を

つ
く

る
人

が

出

る
と

い
う

背
景

に

は

、
人

脈

を

つ
く

ら
な

け
れ

ば
仕
事

が
組

織
だ

っ
て
進

め

ら
れ

な

い
、
と

い
う

日
本

の
特
殊

な
社

会
事

情

が

、

比
較

的
新

し

い
民
間

の
美
術

蒐
集

の
世

界

に
も

出
来

上

っ
て

い
た

こ
と

を

示

し

て

い

る
と

思

い

ま
す

。

ブ
リ

ア
ー

の
第

一
回

日
本
旅
行

の

一
八
九

五
年

に

[
東

京
美

術
倶
楽

部
」

(
デ

ィ

ラ

ー

の

団
体

)
が
創
立

さ

れ
、
そ

の

ひ
ん
ぱ

ん

に
行

わ
れ

る
美

術

品

の
オ

ー
ク

シ

ョ
ン
(
入

札

会

)
は

こ

の
「
ク

ラ
ブ

」
に
独
占

さ
れ

る

こ
と

に
な
り

ま
す

。
こ

の
日
本

の
美
術

品

の
オ

ー
ク

シ

ョ

ン
と

は

、
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欧

米

の

ク

リ

ス

テ

ィ

や

サ

ザ

ビ

ー

の

公

開

オ

ー

ク

シ

ョ

ン
と

比

べ

て

は

な

ら

な

い

特

殊

な

オ

ー

ク

シ

ョ

ン

で

あ

り

、

こ

の

オ

ー

ク

シ

ョ

ン

の
閉

鎖

的

性

格

は

現

在

に
至

る

ま

で
残

っ
て

い

ま

す

。

つ
ま

り

プ

リ

ア

ー

が

、

少

な

く

と

も

二
度

目

の
旅

行

で

日

本

に

来

た

時

に

は

、

外

国

人

に

よ

る

日
本

美

術

の
蒐

集

と

い

う

活

動

は

、

フ

ェ
ノ

ロ

サ

や

ビ

ゲ

ロ

ー

達

が

そ

れ

よ

り

二

十

年

も

前

に

出

来

た

よ

う

な

野

放

し

状

態

で
開

放

的

な

も

の

で

は

な

か

っ
た

と

い

う

事

で
す

。

プ
リ

ア

ー

の

一
九

〇

七

年

の

日

本

旅

行

は
期

間

は

短

か

っ
た

が

、

自

分

の

目

で

日
本

の
個

人

コ

レ
ク

シ

ョ

ン

(
少

な

く

て
も

十

ニ

ケ

所

)

を

見

、

そ

れ

等

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

の

内

容

の

量

と

質

を

ま

ざ

ま

ざ

と

見

せ

ら

れ

た

と

い

う

点

で
大

変

な

勉

強

に

な

っ
た

と

自

分

自

身

認

め

て

い

る

の

で
す

が

、

そ

れ

と

同

時

に

プ

リ

ア

ー

は

こ

れ

等

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

の
内

容

の

パ

タ

ー

ン

を

見

出

し

ま

す

。

そ

れ

は

日
本

人

が

オ

ー

ソ

ド

ッ
ク

ス
と

し

て

み

て

い

る

仏

教

美

術

と

室

町

の
水

墨

画

等

は

、

す

で

に

ふ

る

い

に

か

け

ら

れ

、

つ
ぶ

選

り

の

も

の

は

既

に

市

場

に

簡

単

に

は

み

ら

れ

な

い

と

い

う

事

、

そ

し

て
も

う

一

つ
、

そ

れ

は

日
本

の

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

・

コ
レ

ク

シ

ョ

ン

の

中

に

は

、

或

る

限

ら

れ

た

数

の
江

戸

初

期

の

風

俗

画

屏

風

を

除

い

て

、

浮

世

絵

、

特

に

美

人

画

を

集

め

て

い
る

の
が

一
つ
も

な

い
と

い

う

事

で
す

。

プ

リ

ア

ー

が

見

た

日
本

と

、

フ

ェ
ノ

ロ
サ

達

が

二

十

年

も

前

に

見

た

日

本

と

の

違

い

に

、

も

う

一

つ
重

要

な

要

素

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

は

非

常

な

ス

ピ

ー

ド

で
為

し

遂

げ

ら

れ

つ

丶
あ

っ
た
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日
本

の
工
業

化

、
西
洋
化

、
近
代

化

に
伴

っ
て
、

日
本

の
公

的

な
文

化

施

設

で
あ

る
国

立

博

物

館

な

る
も

の
が

、
日
本

の
伝
統

文
化

を
保
存

す

る
必
要

か
ら

設
立

さ
れ

て
い
た
事

で
あ

り
ま

す

。

東

京

で
は
国

立
博

物
館

の
前

身

な
る
も

の
が

一
八
八

二
年

に
既

に
設

置

せ

ら

れ

、

そ
れ

を

追

う

よ
う

に
奈
良

に
奈

良
博

物
館

が

一
八
九

五
年

に
、
そ

し

て
京

都

に
は

一
八
九

七

年

に
創

立

さ
れ

て
い
ま
す

。
国

家

に
よ

る

こ
の
よ

う
な
文
化

財
展

示

場

の
設
立

は

、

日
本

の
近

代

化

の
過

程

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
表

裏

の
関

係

に

あ

る

変

化

と

保

存

、
継

続

と

断

絶

と

い

う

文

化

史

上

の

デ

ィ

レ

ン

マ

に

応

じ

る

対

策

と

も

考

え

ら

れ

ま

す

。

近

代

企

業

、

工

業

界

の
指

導

者

達

が

、
即

ち

美

術

の

コ

レ
ク

タ

ー

達

で
あ

っ
た

と

い

う

事

自

身

、

日
本

の
変

化

し

つ

つ
あ

る

文

化

に

対

す

る

反

省

の

表

現

と

も

と

ら

え

る

事

が

出

来

、

ま

た

こ

の

事

は
岡

倉

天

心

(
一
八

六

ニ

ー

一
九

=

二
)

や

フ

ェ

ノ

ロ

サ

に

よ

る

美

術

同

人

会

の
結

成

(
観

画

会

等

)

や

、

一
八

八

九

年

十

月

に

発

刊

さ

れ

た

美

術

機

関

誌

■
国

華

」
第

一
号

(
英

国

の

「
バ

ー

リ

ン

ト

ン

・

マ
ガ

ジ

ン
」

と

同

じ

年

)

等

と

同

じ

よ

う

な

時

世

の
象

徴

と

と

れ

る

と

思

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

み

て

く

る

と

、

ブ

リ

ア

ー

の

二

回

目

の

日

本

旅

行

は

ブ

リ

ア

ー

に
と

っ
て

は

か

な

り

の

シ

ョ

ッ
ク

だ

っ
た

に
違

い
な

い

の

で
す

が

、

プ
リ

ア

ー

は

ビ

ジ

ネ

ス

マ

ン

で
あ

る

だ

け

、
プ

ラ
グ

マ

チ

ッ
ク

な

面

が

強

か

っ

た

の

で

し

ょ

う

。

原

三

渓

の

コ

レ
ク

シ

ョ

ン
を

充

分

に

鑑

賞

し

、

そ

こ

に
蒐

め

ら

れ

て

い

る

優

秀

な

作

品

の

数

々

に

は

賛

美

の
言

葉

を

惜

し

ん

で

い
ま

せ

ん

。

そ

し

て

こ
れ

等

の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

、

ま

た

同

人

会

や

、

そ
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の
機

関
誌

が
多

種
多

様

の
主
張

の
中

で
共

通

に
認
め

ざ

る
を

得

な

か

っ
た

日
本

文

化

の
和

と

漢

の
伝

統

の

二
重

性

の
問
題

と

か
、
日
本

と

ア
ジ

ア
の
統

一
性

と

か

、

岡

倉

に

せ

よ

、

フ

ェ
ノ

ロ

サ

に
せ

よ
矛
盾

を
感

じ
な

が
ら
も

日
本

文
化

の
祖
先

を

中

国

大

陸

に
、

ま

た

仏

教

を

伝

え

た

イ

ン
ド
に
求

め

る
と

い
う
よ

う
な
行

為

に
は
全

く
無
頓

着

な

よ

う

に
、

ブ
リ

ア

ー
は

こ

の
後

、

浮

世
絵

の
美
人

画

、
そ
し

て
町
人

の
芸
術

家
宗

達

・
光
琳

、
即
ち
琳

派

の
作

品
を
或

る
特
定

の
デ
ィ

ラ

ー
を

通

じ
追
求

し
買

っ
て

い

っ
た

の

で
す

。
(
こ

の

デ

ィ
ー

ラ

ー
達

に

つ
い

て
は
後

述

)
。

一

つ
の
理
由

と

し

て
、
仏

教
美

術

、
特

に
仏

画

や
、
古

狩

野

の
作

品

に
比

べ
て
浮

世

絵

は
安

く

手

に
入

る
か
ら

と

い
う

プ
リ

ア
ー

の
プ

ラ
グ

マ
チ
ズ

ム
が

あ

る

の

で
す

が

、
自

分

の
美

的

感

覚

を

信
用

し

て

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
作

り
あ
げ

る
と

い
う
信
念

を

つ
ら

ぬ

い
た

人

が

プ
リ

ア
ー

で
あ

る

と

い
え

る

で
し

ょ
う

。
た
だ

ブ
リ

ア
ー

の
日
本

へ
の

二
回

目

の
旅

-

一
九

〇

七

年

ー
以

降

の
彼

の
蒐
集

活
動

の
重
心

は
中

国

へ
と

傾
き

ま
す

。

こ
の
変

化

は

プ
リ

ア
ー
が
自

分

の
旅

日
誌

に
度

々

日
本

の
イ

ン
フ

レ
状
態

に
不

満

で
あ

る
と
書

い
て
い
る

よ

う

に
、
美

術

品

の
値

段

と

も
無

関
係

で
は
無

か

っ
た

か
も
知

れ
ま

せ

ん
が
、

プ
リ

ア
ー
自

身

の

「
日
本

に
対

す

る
失

望

」

も

あ

っ
た

と

思
え

ま
す

。

プ
リ

ア
ー
は

ホ
イ

ッ
ス
ラ
i
等

に
云

わ

れ

て
日
本

の
美

術

、

ま

た
文

化

を

桃

源

境

の
様

な

イ

メ
ー
ジ
と

し

て
と
ら

え
よ
う

と
し

て
い
た

。

そ

の
蒐

集

活

動

の
初

期

が

一
八

九

〇

年

で
あ

り
ま

し
た

。
そ
し

て
そ

の
最
盛
期

が

一
九
〇

七

年

で
す

。

こ

の
間

の
期

間

は
歴

史

的

に

一15一



日
本

が
大

い
に
変

っ
た
時

代

で
す

。

一
八
九

五
年

の
日
清

戦

争

と

一
九

〇

五
年

の
日
露

戦

争

で

の
二

つ
の
勝
利

…

プ
リ

ア
ー
は
友
人

で
あ

る
画
家

の
タ

イ

ロ
ン
宛

に
書

い
た
手

紙

で
次

の

様

に
述

べ

て

い
ま

す

。

「
…

十

三
年
前

私

は

ア
メ
リ
カ

へ
向

っ
て
涙

を

流

し

て
帰

っ
た
も

の

で
す

。

で
も

今

は

何

た
る
変

り
方

か
!
見

て
信

じ

ら
れ
な

い
事
が

起
き

て

い
ま

す

。

大

き

な

倉

庫

が

立

並

び

、

巨

大
な
煙

突

が
天
を

突
き

並
び

、
造

船
所

や
製

鉄
所

の
炉

が

た

く

さ

ん

、

ば

か

で
か

い
西
洋

式

の

ホ
テ

ル
が
出

来
上

り

つ
つ
あ

る

。
こ

こ
に
は
十

三
年

前

小

さ

な

庭

園

が

あ

り

、

か

わ

い

い
、

簡

い
お
り

素
な

庵
が
波

止
場

ま

で
き
ち

ん

と
列
を

な
し

て
建

っ
て

い
た

も

の

で
す

。

当

時

は
ま

だ

き

れ

い

な
空

を
鳥

が
飛

ん

で

い
た

。
日
本

人
は
お

と
な

し
く

、
礼

儀

正

し

か

っ
た

。

今

は
煤

煙

に
満

ち

る
空

気

、
機
械

の
う

る
さ

い
雑

音

、
そ
し

て
う

る
さ

い
群

衆

ー

こ

の
変

化

を

み

る
と

は
き

気

が

す

る
。
」

こ
の
タ
イ

ロ
ン

へ
の
手

紙

で
感

じ

ら
れ

る

ブ
リ

ア
ー

の
近

代

化

の
進

む

日
本

に
対

す

る
嫌

悪

感

は

ブ
リ

ア
ー

の
日
本

の
伝
統

美
術

や
文
化

に
対

す

る
純

粋

主

義

と

も

と

ら

れ

ま

す

が

、
個

性

の
強

い
、
或

い
は
好
き

嫌

い
を

は

っ
き

り
表

現

す

る

一
人

の

p
①
の
爵
Φ
8

(
耽

美

主

義

者

)

の
現

実

の
世

界
と

の
接
触

体
験

の
限

界
も

示
し

て
い
る
と

思

い
ま
す

。

先

に
ふ
れ

た
よ

う

に
、

一
九
〇

七
年

以
降

プ
リ

ア

ー

の
蒐

集

活
動

は
中

国

美

術

に
重

心

が
置
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か

れ

る

様

に
な

り

ま

す

。
も

っ
と

も

日
本

美

術

品

の

購

入

を

中

止

し

た

わ

け

で

は

な

く

、

個

々

の
購

入

は

個

人

の

デ

ィ

ー

ラ

ー

を

通

じ

て
続

け

て

い

ま

す

。

プ

リ

ア

ー

の

生

涯

を

通

じ

て

東

洋

美

術

購

入

に

関

し

て
重

要

な

役

割

を

果

し

た

多

く

の

デ

ィ

ー

ラ

ー

が

居

ま

す

が

、

こ

れ

等

の

「
美

術

品

供

給

者

」

は

、

大

き

く

分

け

て
欧

米

人

と

日
本

人

と

の

二

つ
の
グ

ル

ー
プ

が

あ

り

ま

す

。

前

者

に

は

パ

リ

を

根

拠

地

と

し

て
活

躍

し

た

サ

ム

エ
ル

・
ビ

ン
グ

(
一
八

七

八

i

一
九

〇

五

)

が

居

り

、

プ
リ

ア

ー

は

元

信

の
扇

面

等

を

一
九

〇

四

年

に

彼

か

ら

購

入

し

て

い

ま

す

。

そ

の

他

に

は

ニ

ュ
!

ヨ

ー

ク

を

ベ

ー

ス
に

し

て
特

に
浮

世

絵

関

係

の

も

の

を

あ

つ
か

っ
た

マ

イ

ケ

ル

・

ト

ム

キ

ン

ソ

ン
が

居

り

、
記

録

に

よ

る

と

九

十

五

点

も

の

作

品

を

ブ

リ

ア

ー

・

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

に
入

れ

て

い
ま

す

。

そ

し

て

も

う

一
人

。

こ

れ

は

意

外

に

思

わ

れ

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

ブ

リ

ア

ー

に

大

変

レ

ベ

ル

の

高

い

作

品

を

三

十

二

件

も

売

っ
た

の

が

ボ

ス

ト

ン

の

フ

ェ

ノ

ロ

サ

で

す

。

フ

ェ
ノ

ロ
サ

は

一
八

八

六

年

頃

ま

で
個

人

の

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

と

し

て

か

な

り

優

秀

な

作

品

を

持

っ

て

い
ま

し

た

。

一
八

九

二
年

頃

、
離

婚

を

経

た

フ

ェ
ノ

ロ

サ

は

ボ

ス

ト

ン
美

術

館

の

ア

ジ

ア
部

主

任

の
職

を

辞

あ

る

わ

け

で
す

が

、
離

婚

に

関

し

て

財

産

整

理

の

必

要

上

プ

リ

ア

ー

に

自

分

の

コ

レ
ク

シ

ョ
ン

の

一
部

を

買

上

げ

て
も

ら

っ
て

い
ま

す

。

(
ち

な

み

に

、

フ

ェ

ノ

ロ

サ

に

代

っ
て

ア
ジ

ア
部

主

任

キ

ュ
レ

ー

タ

ー

に
岡

倉

天

心

が

三

年

後

、

一
八

九

五

年

に
就

任

し

ま

す

。
)

こ

れ

等

の
人

々

の

ほ

か

に

日
本

人

で
積

極

的

に

ブ

リ

ア

ー

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

に

作

品

を

売

っ
た
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デ

ィ
ー

ラ
ー
が

三
人

い
ま

す

。
こ
れ
等

の
デ

ィ
ー

ラ
ー

は
年

令

的

に
若

く

、
大

正

-
昭

和

ま

で

生

き

た
人

々

で
す

。

そ

の
ま

ず

一
人

は
山
中

商
会

の
山

中
定

二
郎

(
一
八

六

三

-

一
九

三
六

)
、

二
人

目
は
松

本
文

恭

(
一
八
六

七

ー

一
九

四
〇

)
そ

し

て
三

人

目

が
小

林
文

七

(
一
八

六

一
ー

一
九

二

二
)
で
、

こ
れ
等

三
人

は
特

筆

に
値
す

る

デ

ィ

ー

ラ

ー

で
す

。

プ
リ

ア
ー

は
彼

等

か

ら

ど

う

い
う
も

の
を
購

入

し
た

か
、
数
例

の
作

品
を
観

て
み
ま

し

ょ
う
。

一
八

八
八
年

、
高
野

山
金

剛
峯
寺

の
子
院

西
宝
院

が

火

事

で
全

焼

し

た
時

、

奇

跡

的

に
取

出

さ
れ

、
火
難

を
逃

れ

た
仏
画

「
閻
魔
天

曼
茶

羅
」

が

一
九

〇

四
年

に
山

中

か

ら

購

入

さ

れ

て

い

ま
す

。
亠咼
野

山
か

ら
仏
教

美
術

品

が
流
出

し

た
と

い
う

例

は
他

に
も

沢

山

あ

り

、

先

述

の
原

三

渓

の

コ

レ
ク

シ

ョ
ン
の
中

に
も

「
孔
雀

明

王
図
」

が

あ

り

、

原

三

渓

が

高

値

で
井

上

馨

か

ら

購

入

し

た
話

は
有
名

で
、
現

在

は
東

京
国

立
博

物
館

の
至

宝

の

一
つ
に
な

っ
て

い
ま

す

。

こ

の
他

、

同

じ
年

に
土

佐
派

の

「
源
氏

物

語
図
屏

風
」

一
双

を

山

中

か

ら
購

入

し

て

い
ま
す

が

、

こ

の
屏

風

は
在
外

の
土
佐
派

の
作

品

の
中

で
も

コ
ン
デ

ィ
シ

ョ
ン
が
良

い
事

と

、
作

品

の
様

式

的

レ
ベ

ル

の
高

い
事

で
屈
指

の
作

品

で
、
最
近

の
研
究

で
は
土

佐

光

起

(
一
六

一
七

ー

一
六

九

一
)

の

筆

に
帰
す

る
説

が
強

く
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
し

て
他

に
も

色

々
購

入

品

で
面

白

い
作

品

が

あ

る

の
で
す
が

、
特
記

に
値

す

る

の
が
鎌

倉

の
建
長

寺

で
室

町

初

期

(
十

五

世

紀

初

期

)

に
活

躍

し

た
仲
菴

真
康

と

い
う
禅

僧

で
水
墨

画
を

た

し
な

ん
だ
作
者

に
よ

る
禅

宗

の
肖

像

画

(
半

身

像

)
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「
高
峯

原
妙

像
」
を

一
九

一

一
年

に
山
中

か
ら
購

入
し

て
い
ま
す

。
高

峯
原

妙

は
中
国

の
禅
僧

で
、

南

宗
末

か

ら
元

の
初

期

に
か
け

て
個
性

の
あ

る
禅

の
試

錬

で
知

ら
れ

て

い

る
だ

け

で
な

く

、
弟

子

に
中
峯

明
本

と

い
う
高

僧

を
出

し

て
、
明
本

は
十

何
人

か

の

日
本

人

の
弟

子
を

出

し
た

人

で
、

ち
ん
ぞ
う

こ

の
肖
像

画

(
禅

宗

で
は
頂

相
と

云

う
)
は
渡
来

の
原

本

(
恐

ら

く

法

雲

寺

に
あ

る

も

の
)

に

依

っ
た

と
思

わ
れ

ま
す

が
、

こ
の
種

の
高

峯

の
頂
相

は

日
本

に
は
残

っ
て
い
ま

せ
ん

。

プ
リ

ア
ー
美

術

館

に
寄

贈

さ
れ

た

も

と

プ
リ

ア
ー

の
個

人

コ

レ
ク

シ

ョ
ン

の
中

に
、

榔
っ札

ぶ
ん
き
ょ
う

文
恭

と
小

林
文

七
か

ら
購

入

し
た
作

品
が
水

墨
画

や
琳

派

の
も

の

に
か

な

り

あ

り

ま

す

。

初
期

水
墨

画
が

発
展

し
た

十

四
世

紀

(南

北
朝
時

代

)

の
画

師

良

全

に
よ

る

十

六

羅
漢

図

は
数

少

な

い
彼

の
優
秀

な
作

品

と
し

て
、
京
都

の
建
仁

寺

に
あ

る

セ

ッ
ト
と

共

に
重

要

な
も

の

で
す

。
も

し

ょ
う

と
東
福

寺

の
塔
頭

(
今

は
廃
寺

)
三
聖
寺

に
あ

っ
た

事

が

わ

か

っ
て

い
ま

す

。

こ
の

プ
リ

ア
ー

の
セ

ッ
ト

は
今

、
全

幅

京

都

に
里

帰

り

中

で
、

各

幅

と

も
専

門
家

に

よ

っ
て
修

理

中

で
す

。

一
九
〇

四
年

の
購

入

で
す
か

ら

、
九
十

年

ぶ
り

に
京
都

の
空
気

に
さ
ら

さ
れ

た
わ
け

で
す

。

こ
の
他

に
日
本

に
数
少

な

い
作
品

で

ブ
リ

ア
ー
が
購

入

し

た
も

の
と

し

て
特

筆

に
値

す

る
作

品

で
は

、
岳

翁
蔵

丘

の
山
水

図

で
す
。
周
文

の
弟

子

と

し

て
文

献

に
名

を

残

し

て

い
る

、

ま

れ

な
画

師

の
例

で
す
が

、

プ
リ

ア
ー
は

こ
れ
を

一
九
〇

五

年

に
松

木

か

ら

購

入

し

て

い
ま

す

。

様

式
的

に
こ

の
作
品

と

同
期

と
思

わ
れ

る
作
品

が
大

阪

の
正

木

美

術

館

に
あ

り

ま

す

が

、

海

外

に
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出

た
唯

一
の
岳
翁

と

し

て
貴
重

で
す

。

こ
の
松
木

文
恭

の
人

と
な

り

に
関
し

て
は
、
浮

世
絵

の
機

関
誌

蓉

§

』
謁
『

に
村

形

明

子

氏

の
詳

し

い
研

究
論

文

(
一
九
八

○
年

)
が
あ

り
ま
す

。
(註
二
)

一
八

八

八
年

に

ア

メ
リ

カ

へ

渡

っ
た
松
木

文
恭

は

ボ

ス
ト

ン
の
ボ

イ

ル

ス
ト

ン
街

に
店

を
持

ち

、

セ
ー

ラ

ム

の
町

に
住

む

事

に
な

り
ま
す

。
も
と

も

と
京
都

の
骨
董

商

の
家

に
生

れ

た

松
木

は

正
式

に
仏

教

の
僧

で
も

あ

り

ま
し

た
。
若

い
頃
中

国

の
古
典

に
親

し
み

、
ま
た

英

語

の
習
得

が

早

く

、
上

海

と
北

京

に

二
年

留

学

し
た
と

い
う
経
歴

を
も

っ
て

い
ま
す

。

ブ
リ

ア
ー
と

の

つ
き
合

い
は

一
九

八
六

年

以

来

か

ら
あ

り
、
他

に
光
琳

の
杉

戸

、
光
悦

・
宗

達

の

「
扇

面

散

し

屏

風

」

一
双

、
又

浮

世

絵

関

係

で

は
菱
川

師
宣

の

「
上

野

の
桜

・
浅

草

の
秋
」

と
題

す

る
屏

風

一
双

が

一
九

〇

六

年

に
購

入

さ
れ

て
い
ま
す

。
ボ

ス
ト

ン
美
術

館

に

は

こ
れ

よ
り

二
十

一
年
前

に

フ

ェ
ノ

ロ
サ
、
ビ
ゲ

ロ
ー
に
よ

っ

て
同

じ
師
宣

の

「
吉

原

・
中

村
座

」

の
屏
風

一
双

が

購

入

さ

れ

、
欧

米

に
あ

る

つ
ぶ
選

り

の
浮

世

絵
風

俗
画

の
双
壁

と
云

わ
れ

て

い
ま
す

。

こ

の
ボ

ス
ト

ン

の
屏

風

に
関

し

て
は
同

美

術

館

の

マ
ニ
i

・
ピ

ッ
ク

マ
ン
博
士

の

一
九
七

八
年

の
詳

し

い
研
究
論

文
が

あ
り

ま
す

。
(註
三
)

さ

て
、
時

間

の
都

合

で
そ

ろ
そ

ろ
け
じ

め
を

つ
け
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
段
階

に
来

ま

し

た
が

、

プ
リ

ア
ー

・
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
を
語

る
際

に
、
見
逃

せ
な

い

の
は
宗

達

の

「
松

島

図
」

屏

風

一
双

で
す

。

一
九

〇
六
年

に

プ
リ

ア
ー
が
小

林
文

七

か
ら

購

入

し

た

大
作

で
す

。

こ

の
屏

風

の
構

図
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は
江

戸
末

期
か

ら
広

く
知

ら
れ

て
居

り
、
光

琳

の
写

し

と

云

わ

れ

る

作

品

で
、

フ

ェ
ノ

ロ
サ
が

購
入

し

た
も

の
が
ボ

ス
ト

ン
美
術
館

に
既

に
あ

っ
た
。

そ

れ
を

知

っ
た

プ
リ

ア

ー
が
小

林

文

七

に

「
こ
ん
な

屏
風
を

さ

が
せ
」

と

い

っ
た
と

云

い
伝

え

ら

れ

て
い

ま
す

。

ブ
リ

ア

ー
の

一
双

は

宗
達

の
屏

風

の

レ
パ
ー

ト
リ

ー
で
は
屈
指

の
作

品
と

云

わ

れ

て
い

ま
す

。

ち

な

み

に
故

田
中

一

松
先

生

の
説

に
依

り

ま
す
と

、
宗
達

の

一
流

現
存

屏

風

が

五
点

あ

る

。

一
つ
は

醍
醐

寺

の

「
舞

楽
屏

風
」
、

一
つ
は
静

嘉

堂

の

「
源
氏
物

語
屏

風
」
、

一
つ
は
建
仁

寺

の

「
風
神

雷
神

図

屏

風

」
、

残

り

の
二

つ
は

プ
リ

ア
ー
の
水
墨

画

の

「
雲

龍
図

屏
風

」

一
双
と

こ

の

「
松

島

図
屏

風

」

で
あ

る
と

。
ブ
リ

ア

ー
は
生
存

中

、

一
九

〇
六
年

に
自

分

の

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
を

公
共

の
施

設

に
寄

附

す

る

案

を

具
体
化

す

べ
く

、
当
時

の

ア
メ
リ
ヵ
大

統
領

セ
オ

ド

ア

・
ル
ー

ズ
ヴ

ェ
ル
ト

(
任

期

期

間

一
九

〇

一
-

一
九

〇
九

)

に
話

を
持

っ
て
行

き
ま

す

。

一
九

一
八

年

に

は
正

式

に
国

立

の
施

設

で
あ

る

ス
ミ

ソ

ニ
ア

ン
機

構

の

一
部

と

し

て

「
米

国
市

民

へ
の
贈

物

」

に

な

り

ま
す

。

惜

し

い

か
な

、

ブ
リ

ア
ー
は
自

分

が
自

ら
積
極

的

に
美
術
館

の
建

設

工
事

に
関

り
合

っ
た

に
も
拘

ら

ず

、

一
九

二
三
年

の
美
術

館
竣

工
を

見
ず

し

て
そ

の
四
年
前

に
他

界
し

ま
す

。

ブ
リ

ア
ー
が
生
存

中

、
直

接
自

分

で
購
入

し
た
諸

作

品

が

土

台

と

な

り

、

そ

の
後

も

歴

代

の

ブ
リ

ア
ー
美

術
館

の
キ

ュ
レ
ー

タ
ー
、

ロ

ッ
ジ
、

ポ

ー

プ

、

ス
タ

ー

ン
等

に

よ

っ
て

プ
リ

ア

ー
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没

後
も

日
本

美
術

品

が
加

え
ら
れ

て
行
き

ま
し

た

。

こ

の
間

、

最
も

積

極

的

な

買

物

を

し

た

の

が
第

二
次

大
戦
後

の
時

代

の
ポ

ー
プ
氏
と

ス
タ

ー

ン
氏

だ

っ
た

と

思

い
ま
す

。

そ
れ

は

こ

の
時

期

に
、
国

の
事
情

も
あ

っ
て
、

一
時

日
本

美
術

品

市

場

が

再

び

開

放

的

に
な

っ
た
事

に
由

来

し

て

い
ま
す

。
然

し
な

が
ら

、
そ

の
当
時

か

ら

ブ
リ

ア
ー
美

術

館

も

含

め

て
、

ア

メ
リ

カ

の
購

入

者
側

の
日
本

観
、

日
本

文
化

や
美
術

品

に
対
す

る
態

度

が
根

本

的

に
十

九

世

紀

末

期

の

フ

ェ
ノ

ロ
サ
か

ら

ブ
リ

ア
ー
ま

で
の

コ
レ
ク
タ

ー
達

の
も

の
と
違

っ
て
来

て

い
ま

す

。

そ
れ

は

日
本

美

術

を
蒐

め

る
美
術

館

の

ス
タ

ッ
フ
が
前

時

代

に
比

べ

て
は

る

か

に
学

問

的

な

知

識

を

か

ま

え

る

よ
う

に
な

っ
た
事

が

一
つ
、
ま

た
公
共

の
美
術

館

と
並

行
し

て
出

て
来

る
個

人

コ
レ
ク

タ

ー
も

、

個
性

に
よ
る
作

品

の
選
択
を

し
な

が
ら

、
同

時

に

日
本

の
美

術
史

の
専

門

家

達

と

意

見

と

知

識

の
交

流
を

活
発

に
行

っ
て
き

て
い
る
と

い
う
事

が
原

因

に
な

っ
て

い
る

と

思

い
ま
す

。

そ
し

て

も

っ
と
重

要

な

こ
と

は
、

フ

ェ
ノ

ロ
サ
や

ブ
リ

ア
ー
が
考

え

て

い
た
中

国
と

日
本

を

「
ア
ジ

ア
」

と

い
う
観

念

の
傘

下

に
置

い
て
、
美

術
品

も

そ
れ

と
同

様

、
厖

大

な

宇

宙

観

に
よ

っ
て
抽

象

化

し
、
理
想

化

し
た
も

の
で
あ

っ
た

の
に
代

っ
て
、
中

国
美

術

と

日
本

美

術

は

根

本

的

に

異

質

な

も

の
で
あ

る
と

い
う
前

提
が

、
欧
米

の

コ
レ
ク

タ

ー
も

含

め

た

知
識

人

の
間

で
受

入

れ

ら

れ

始

め
た
事

だ

と
思

い
ま
す

。
現
在

で
は

、
中

国

や

日
本

を

真

剣

に
研

究
す

る
人

々

に
と

っ
て

は
、

言
語

の
壁

が
無

く
な

っ
た

と
云
え

る
ば

か
り

で
な

く
、

各

大

学

の

ア
カ

デ

ミ

ッ
ク
な

組

織

内

で
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は

、

日

本

美

術

と

中

国

美

術

は

そ

れ

ぞ

れ

一
人

つ

つ
専

門

家

を

置

く

の
が

通

常

で
あ

り

ま

す

。

そ

う

い
う

現

在

の

地

点

か

ら

プ

リ

ア

ー

美

術

館

創

立

当

時

の

コ

レ
ク

シ

ョ
ン

の
多

様

な

内

容

-

即

ち

日
本

美

術

、

中

国

美

術

、

ア

メ

リ

カ

美

術

、

韓

国

美

術

、

ム
ガ

ー

ル

の

ミ

ニ

ア

チ

ュ
ー

ル

、

エ
ジ

プ

ト

の
ガ

ラ

ス
器

、

ビ

ザ

ン

チ

ン
美

術

等

が

混

沌

と

し

て
あ

る

こ
と

を

振

返

っ
て

見

る

時

、

か

な

り
破

格

的

な

コ

レ
ク

シ

ョ
ン

で

あ

る

と

の

感

は
免

れ

ま

せ

ん

。

そ

れ

は

プ

リ

ア

ー

自

身

の

個

性

を

反

映

し

て

い

る
と

同

時

に

、

コ

レ
ク

タ

ー

と

し

て

の

プ

リ

ア

ー

を

産

ん

だ

時

代

・、

十

九

世

紀

の
後

半

、

即

ち

ア

メ

リ

カ

の
文

豪

マ
ー

ク

・
ト

ゥ

エ
イ

ン

の
言
葉

を

借

り
れ

ば

、
「
ギ

ル
デ

ッ

ド

・
エ
イ

ジ

」

(
「
金

ピ

カ

の
時

代

」

と

で
も

訳

し

ま

す

か

)

の

混

沌

と

し

た

好

況

時

代

の

反

映

で

も

あ

っ
た

と

思

い

ま

す

。

プ
リ

ァ

i
美

術

館

の

一
室

に

ホ

イ

ッ

ス

ラ

ー

が

デ

ザ

イ

ン

し

、

又

自

ら

筆

を

執

っ
て

画

い

た

「
ピ

ー

コ

ッ
ク

・
ル

ー

ム

」

と

い

う

の

が

あ

り

ま

す

が

、

も

と

は

ブ

リ

ア

ー

の
自

宅

の
食

堂

で
あ

り

ま

し

た

。

そ

の
部

屋

は

天

井

か

ら

壁

の

パ

ネ

ル

ま

で
藍

と

金

の

色

で
塗

ら

れ

、

孔

雀

の
絵

が

描

か

れ

、
壁

の

パ

ネ

ル

を

覆

う

よ

う

に
棚

が

つ
く

ら

れ

、

そ

こ

に

は

中

国

の
青

の
染

付

の

磁

器

(
藍

模

様

を

つ
け

た

陶

器

)

が

ず

ら

り

と

置

か

れ

、

フ

ァ
イ

ア

・

プ

レ

ー

ス

の
上

の
壁

に

は

ホ

イ

ッ
ス

ラ

ー

の
油

絵

、

自

分

の

愛

人

の
若

い
女

性

に

日
本

の

着

物

を

着

せ

た

絵

で
す

が

、

そ

れ

が

か

か

っ
て

い
ま

す

。

こ

の

部

屋

の

空

間

こ

そ

プ

リ

ア

ー

の

個

性

を

表

現

し

た

空

間

で

あ

り

、
彼

の
時

代

の
象

徴

と

も

云

え

る

空

間

で

も

あ

り

ま

す

。

そ

し

て

こ
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う

い
う
空
間

を
再

現
す

る
事

は
も

う
不

可
能

と

い
え
る
と

思

い
ま
す

。
何
と

な
れ

ば

「
ギ

ル
デ

ッ

ド

.
エ
イ
ジ

(
金

ピ
カ

の
時

代

)
と
同

じ
く

、

コ

レ
ク
タ

ー
、

プ
リ

ア
ー
を
可
能

に

し

た
時

代

、

即

ち
米

国

の
富

の
全
体

の
九
割

が
全

人

口

の
わ
ず
か

○

・
四

割

に
あ

た

る
富

め

る
人

々

の
個

人

財

産

で
あ

っ
た
時
代

、

は
既

に
過
ぎ
去

っ
た
も

の

で
あ

る
か

ら

で
す
。

註

一

註
二

註
三

ブ

リ

ア
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***発 表 を 終 え て***

ボス トンのフェノロサやビゲロー、デ トロイ トのプ リアー等が 日

本の伝統美術 品の蒐集をはじめた頃から、 もうすでに百年以上が

過 ぎました。有 名な日本美術の海外でのコレクターとして、 これ

等の人 々の再 評価がなされるべき時期で もあります。 プ リンス ト

ン大学か ら休暇が与えられ、日本へ一 時帰 って居 ります間 、 日

文研での講演の話が出、急 な事 で困 ったのですが、たまたま一年

程前に 「アメリカにおける日本美術のコレクション」 という題で

講演をした時 の英文の原稿が手元 にあったのをもとにして 日本版

に書き直 しました。旅先での文筆活動にも拘 らず聴衆のこ皆様の

ご関心 がはげみ となりました。普通 は日本 の文化、或いは日本人

を欧米 の人々に説 明する役割なのですが、 今回 は欧 米文 化 の一

端と一人のアメ リカ人 に関 して、 日本の皆様 にお話をさせて いた

だ くことになりま した。 この機会をっ くって下 さった 日文 研の皆

様、 とくに臼井祥子専門官 と講 演の際 コメンテーターをされた別

役教授にお礼 を申 し上 げます。

働 厂 一

一25一





日文 研 フォー ラム開催一覧

○は報告書既刊

r

回 年 月 日

、

発 表 者 ・ テ ー マ

i
62.10.12

(1987)

ア レッサ ン ドロ ・バ ロータ(ピ サ大学 助教 授)

AlessandroVALOTA

「近代 日本 の社 会移動 に関す る一 、二 の考察」

2
62.12.11

(1987)

エ ンゲルベル ト・ヨリッセ ン(日 文研客員助教授)

EngelbertJORIﾟEN

「南 蛮時代 の文書 の成立 と南蛮学の発展」

③
63.2.19

(1988)

リーA.ト ンプソン(大 阪大学助 手)

LeeA.THOMPSON

「大相 撲の近 代化 」

4
63.4.19

(1988)

フォスコ ・マライー二(日 文研客 員教 授)

FoscoMARAINI

「庭 園 に見 る東西文 明のちがい」

0
63.6.14

(1988)

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)

SONGWhiChil

「大塩平八郎研究の問題点」

6
63.8.9

(1988)

セ ップ ・リンハル ト(ウ ィーン大学教授)

SeppEINHART

「近世後期 日本 の遊 び一拳 を中心 に一」

0
63.10.11

(1988)

スーザ ンJ.ネ イピア(テ キサス大学 助教授)

SusanNAPIER

「近 代 日本小説 にお ける女性 像 一現実 と幻想 一」

⑧

㌧

63.12.13

(1988)

ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教授)

JamesC.DOBBINS

「仏教 に生 きた中世 の女性 一恵信尼 の書簡 一」
ノ



⑨

/

元.2.14

(1989)

丶

厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助教授)

YANAnSheng

「中国人留学生の見た明治 日本」

0
元.4.11

(1989)

劉 敬文(遼 寧大学 日本研究所副所長)

LIUJingwen

「教育投資と日本の戦後経済高度成長」

⑪
元.5.9

(1989)

スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学 助教授)

SuzanneGAY

「中世 京都にお ける土倉酒屋 一都市社会の自由とその限界 一J

⑫
元.6.13

(1989)

夏 剛(京 都工芸繊維大学助 教授)

HSIAGang

「イ ンタビュー ・ノンフィクションの可能性 一猪瀬

直樹 著「日本凡人 伝』を手掛 りに一」

0
元.7.11

(1989)

エル ンス ト・ロコバ ン ト(東 洋大学 助教 授)

ErnstLOKOWANDT

「国家神道 を考え る」

⑭
元.8.8

(1989)

キム ・レーホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究所教授)

KIMRekho

「近代 日本文学研究 の問題点」

⑮
元.9.12

(1989)

ハ ル トムー ト0 .ロ ーターモン ド(フ ランス国立高等研究院

教授)

HartmutO.ROTERMUND

「江戸末期 における疱瘡 神 と疱瘡絵 の諸問題」

⑯
元.10.3

(1989)

汪 向榮(中 国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員

教授)

WANGXiang-rong

「弥生時期 日本に来た中国人」

⑰

㌧

元.11.14

(1989)

ジェフリー ・ブロー ドベ ント(ミ ネソタ大学助教授)

JeffreyBROADBENT

「地域開発政策決定過程 を通 してみた日米社会構造 の比較J
ノ



⑱

r

元.12.12

(1989)

、

エ リック ・セズ レ(フ ランス国立 科学研究所助教授)

EricSEIZELET

「日本 の国際化 の展望 と外国人労働者 問題」

0
2.1.9

(1990)

ス ミエ ・ジョー ンズ(イ ンディアナ大学 準教授)

SumieJONES

「レ トリックとしての江戸」

⑳
2.2.13

(1990)

カール ・ベッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)

CarlBECKER

「往生 一日本の来生観 と尊厳死の倫理」

⑳
2,4.10

(1990)

グラン トK.グ ッ ドマ ン(カ ンザス大学教授 ・日文研客

員教授)

GrantK.GOODMAN

「忘 れ られた兵士 一戦争中の 日本 に於 けるイ ンド留学生 」

22
2.5.8

(1990)

イアン ・ヒデオ ・リー ビ(ス タンフォー ド大学準教授 ・

日文研 客員助教授)

IanHideoLEVY

「柿本人麿 と日本 文学 における「独創性』にっいて」

23
2.6.12

(1990)

リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学 助教授)

LiviaMONNET

「村上春樹:神 話 の解体 」

⑳
2.7.10

(1990)

李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院 日本語学部講師)

LIGuodong

「魯迅の悲劇 と漱石の悲劇一文化伝統からの一考察一」

⑳
2.9.11

(1990)

馬 興国(遼 寧大学 日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)

MAXing-guo

「正月の風俗 一中国と日本」

⑳

、

2.10.9

(1990)

ケネス ・ク ラフ ト(リハイ大学助教授)

KennethKRAFT

「現代 日本 における仏教 と社会活動」
ノ



2.11.13

(1990)

、

アハマ ドM.フ ァトヒ(カ イロ大学講 師)

AhmedM.FATTHY

「義経文学 とエ ジプ トのべーバルス王伝説 における主従関係

の比較 」

⑱
3.1.8

(1991)

カ レル ・フィアラ(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員

助教授)

KarelFIALA

「言語学か らみた『平家物語 ・巻一』の成立過程 」

⑳
3.2.12

(1991)

ア レクサ ンドルA.ド ー リン(ソ 連科学 アカデ ミー東洋学

研究所上級研究員)

AleksandrA.DOLIN

「ソビエ ッ トの日本文学翻訳事情 一古典か ら近代 まで一」

30
3.3.5

(1991)

ウイーベP.カ ウテル ト(ワ ーゲニ ンゲ ン大学研究員)

WybeP.KUITERT

「バ ロック ・ヨーロッパの 日本庭 園情 報
一ゲオルグ ・マイステルの旅 一」

⑳
3.4.9

(1991)

ミコワイ ・メラノヴィッチ(ワ ルシャワ大学教授 ・日文

研客員教授)

MikoセjMELANowlcz

「ポーラン ドにおける谷崎潤一郎 文学」

32
3.5.14

(1991)

ベア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラ リア国立

大学 リサーチ フェロー ・日文研客員助教授)

BeatriceM.BODART-BAILEY

「三百年前 の京都 一ケンペルの上洛記録」

⑳
3.6.11

(1991)

サ トヤB.ワ ルマ(ジ ャワハル ラール ・ネール大学教授 ・

日文研客員教授)

Satya.B.VERMA

「イン ドにおける俳句」

43

㌧

3.7.9

(1991)

ユルゲン ・ベル ン ト(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

J�genBERNDT

「ドイッ統合 とベル リンにお ける森鴎外記念館」
ノ



⑳
3.9.10

(1991)

、

ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球大学助教授)

DonaldM.SEEKINS

「忘 れられたアジアの片隅 一50年 間 の日本 とビルマの関係」

⑳
3.10.8

(1991)

王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiaoPing

「中国詩歌における日本人のイメージ」

⑳
3.11.12

(1991)

辛 容泰(東 国大学校文科大学教授・日文研来訪研究員)

SHINYong-tae

「日本語の起源
一日本語・韓:国語・甲骨文字 との脈絡を探る一」

⑱
3.12.10

(1991)

洪 潤植(東 国大学校教授)

HONGYoonSik

「古代 日本佛教 における韓国佛教の役割」

⑳
4.1.14

(1992)

サウィ トリ・ウィシュワナタン(デ リー大学教授 ・

日文研客員教授)

SavitriVISHWANATHAN

「イン ドは日本か ら遠 い国 か?一 第二次大戦後の

国際情勢 と日本のイ ン ド観 の変遷 一」

40
4.3.10

(1992)

ジャン=ジ ャック ・オ リガス

(フ ランス国立 東洋言語文 化研究所教授)

Jean-JacquesORIGAS

「正 岡子規 と明治 の随筆」

⑪
4.4.14

(1992)

リブシェ ・ボハーチコヴァー(プ ラハ国立博物館 日本美 術

元 キュレーター ・日文研客員教授)

LibuseBOHﾂCKOVh

「チェコスロバキアにおける日本美術」

24

㌦

4.5.12

(1992)

ポール ・マ ッカーシー(駿 河 台大学教授)

PaulMcCARTHY

「谷崎文学 の 「読 み』と翻訳:ア メ リカにおける

最近の傾 向」
ノ



34

r

4.6.9

(1992)

、

G.カ メロン ・バ ース ト皿(二s`一 ヨーク市立 大学 リーマ ン

広島校学長 ・カ ンザス大学 東 アジア研 究所 長)

G.CameronHURSTIII

「兵法か ら武芸へ 一徳川時代 における武芸 の発達 一」

44
4.7.14

(1992)

杉本 良夫(オ ース トラ リア ・ラ トローブ大学教授)

YoshioSUGIMOTO

「オース トラリアか ら見 た日本社会」

45
4.9.8

(1992)

王 勇(杭 州大学 日本文化研究センター教授 ・日文研

外国人研究員)

WANGYong

「中国における聖徳太子」

⑯
4.10.13

(1992)

李 栄 九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)

LEEYoungGu

「直観 と芭蕉の俳句」

⑰
4.11.10

(1992)

ウィ リアムD.ジ ョンス トン(米国 ウェス リアン大学助教授 ・

日文研客員助教授)

WilliamD.JOHNSTON

「日本疾病史考 一 『黴毒 』の医学 的 ・文化的概念の形成」

48
4.12.8

(1992)

マノジュL.シ ュ レスタ(甲 南大 学経 営学部講師)

ManojL.SHRESTHA

「ア ジアにおける日系企業 の戦略転換
一技術移転 をめ ぐって一」

⑲
5.1.12

(1993)

朴 正義

(圓光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研究員)

PARKJung-Wei

「キリス ト教受容における日韓比較」

5.2.9

(1993)

マーテ ィン ・コルカ ット

(米 国プ リンス トン大学教授 ・日文研客員教授)

MartinCOLLCUTT

「伝説 と歴史 の間 一北條政子 と宗 教」
ノ



⑪

r

5.3.9

(1993)

、

清水 義 明

(米国 プ リンス トン大学 マーカン ド栄誉 教授)

YoshiakiSHIMIZU

「チャールズ:L.プ リアー(1854～1919)と プリアー美術館
一米国 の日本美術 コレクションの一例 として一」

⑫
5.4.13

(1993)

金 春美(高 麗大学教授 ・来訪研究員)

KIMChoonMie

「近代 日本知識人の思想 と実践一有島武郎の場合一」

53
5.5.11

(1993)

タキエ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大学教授)

TakieSUGIYAMAZEBRA

「皇太子妃選択 の象徴性
一旧身分文 化 との関連を中心 として 一」

54
5.6.8

(1993)

姜 希雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研客員教授)

H.W.KANG

「変革 と選択:10世 紀の日本 と朝鮮
一科挙制度をめぐって一」

55
5.7.13

(1993)

ツベタナ ・ク リステワ

(ソ フィア大 学教授 ・日文研客員教授)

TzvetanaKRISTEVA

「涙 の語 り 一 平安朝文学 の特質 一」

⑯
5.9.14

(1993)

金 容雲

(漢陽大学教授 ・国際 日本文化研究センター客員教授)

KIMYong-Woon

「和算 と韓算を通 してみた日韓文化比較」

⑰
5.10.12

(1993)

オ9》G.リ ディン(コ ペ ンハ ーゲ ン大学教授 ・

日文研客員教授)

OlofG.LIDIN

「徳川 時代 思想 における荻生徂徠」

⑱

、

5.11.9

(1993)

マヤ・ミルシンスキー(ス ロベニア・リュブリアナ大学助教授 ・

日文研客員助教授)
V

MajaMILCINSKI

「無常観 の東西比 較」
ノ



! 、

ウ ィ リー ・ヴ ァ ン ド ゥ ワ ラ(ベ ル ギ ー ・ル ー ヴ ァ ン ・

59
5.12.14

(1993)

カ トリック大学教授 ・日文研客員教授)

WillyVANDEWALLE

「日本 ・ベルギー文化交流史 一南蛮美術から洋学まで一」

J.マ ー テ ィ ン ・ホ ル マ ン

60
6.1.18

(1994)

(ミシガン州立大学連合 日本センター所長)

J.MartinHOLMAN

「自然と為作 一井上靖文学における 『陰謀』一」

マイヤ ・ゲラシモワ(ロ シア科学アカデミー東洋学研究所研究員)

61
6.2.8

(1994)

MayaGERASIMOVA

「外から見た日本文化と日本文学
一俳句の可能性を中'醸こ一」

オ ギ ュス タ ン ・ベ ル ク(フ ラ ンス ・社 会 科 学高 一 一 ・

62
6.3.8

(1994)
日文研客員教授)

AugustinBERQUE

「和辻哲良阯)風土論の現㈹生」

6.4.12
リチャー ド・トランス(オ ハイオ州立大学助教授)

63
(1994)

RichardTORRANGE

「出雲地方に於ける読み書き能力と現代文学,1880～1930」
㌧ ノ
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辧襯楙

1994年5月27日

国際 日本文化研究センター

京都市西京区御陵大枝山町3-2

電話(075)335-2048

国際日本文化研究センター

管理部 ・研究協力課

国際 日本文化研究センター







■ 日時

1993年3月9日(火)

午後2時 ～4時

■ 場 所

国際 交流 基金 京都 支部
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